
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
呼び出しプログラムと呼び出されるプログラムとの間でメッセージを配送するためのメッ
セージ配送システムであって、すべてのメッセージは所定のメッセージブロック内でかつ
メッセージインタフェースを介して配送され、
前記メッセージインタフェースは、各呼び出されるプログラムに対して、識別子とプログ
ラムインタフェースとを記憶するための記憶手段を有し、前記メッセージブロックは、固
定されたフォーマットを有する制御ブロックと、フリーフォーマットを有するデータエリ
アとを具備し、前記制御ブロックは、データエンティティキーワードを保持するための第
１の部分と、データアイテムの特性を保持するための第２の部分とを具備し、前記第１の
部分は、メッセージブロックが前記メッセージインタフェースと呼び出しプログラムまた
は呼び出されるプログラムとの間で配送されるときに変更されず、前記第２の部分は、前
記メッセージブロックの送信先に応じて変更され、
使用時において、前記メッセージインタフェースは、
ｉ）　識別子を含む呼び出しプログラムからのメッセージブロックを受信し、
ii）　前記識別子を特定の呼び出されるプログラムと特定のプログラムインタフェースと
に関連付け、
iii）　前記特定のプログラムインタフェースを使用して、メッセージブロックを前記特
定の呼び出されるプログラムに送信するメッセージ配送システム。
【請求項２】
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前記呼び出されるプログラムの各々はデータエンティティに関連し、各データエンティテ
ィは複数のデータアイテムと独自のデータエンティティキーワードとを有し、前記メッセ
ージインタフェースの記憶手段が各データエンティティキーワードを記憶する請求の範囲
第１項に記載のメッセージ配送システム。
【請求項３】
前記制御ブロックの前記第２の部分に保持された前記データアイテムの特性は前記データ
アイテムの位置と長さを具備し、前記制御ブロックの前記第１の部分には、各データアイ
テムのための独自のデータアイテムタグが保持されている請求の範囲第１または第２項に
記載のメッセージ配送システム。
【請求項４】
前記データアイテムは、前記メッセージブロックのデータエリア内で前記呼び出しプログ
ラムと呼び出されるプログラムとの間に保持されている請求の範囲第１、２、３のいずれ
か１つに記載のメッセージ配送システム。
【請求項５】
前記データアイテムは、一度に１回前記呼び出しプログラムから前記呼び出されるプログ
ラムに転送される請求の範囲第１乃至第４項のいずれか１つに記載のメッセージ配送シス
テム。
【発明の詳細な説明】
本発明は呼び出しプログラムと呼び出されるプログラムとの間でメッセージを渡すメッセ
ージ配送システムに関し、特に、すべてのメッセージが所定のメッセージブロック内で、
かつ、メッセージインタフェースを介して渡されるメッセージ配送システムに関する。
大型コンピュータシステムは概して、多数のコンポーネントまたは呼び出しを介して互い
に作用しあう多数のプログラムを具備する。大型コンピュータシステムを多数のプログラ
ムに分割することは多くの点で有利である。例えば、多数のコンピュータプログラムがあ
る程度の独立性をもってシステムに作用することを可能にし、コンピュータシステムをよ
り容易に変更または強化することを可能にし、システム内のプログラムを他のコンピュー
タシステムにおいて再利用することを可能にする。
読み出しプログラムが呼び出されるプログラムを読み出すことができるように、コンピュ
ータシステム内の種々のプログラム間のインタフェースを規定する必要がある。既知のコ
ンピュータシステムにおいて、プログラム間のインタフェースは、呼び出しプログラム及
び呼び出されるプログラムからなるコンピュータコードによって実現され、インタフェー
スに対する変更を行なうためにコンピュータシステム内の呼び出しプログラムが変更され
た場合は、変更されたプログラムを呼び出しているすべての他のプログラムは新しいイン
タフェース要件に一致させるべく変更されねばならない。
アプリケーションとコンピュータネットワークに設置された種々のコンピュータとの間の
インタフェースを提供するシステムは、欧州特許出願 EP－Ａ－ 0414624に記載されている
。
例えばコンピュータシステムの発展によって、あるプログラムが初期の物理的ハードウェ
ア、例えばメインフレームから、他の物理的システムに移行されるときに新たな問題が発
生し、この移行を可能にするためにはインタフェースが強化されねばならない。この強化
は、リモートの物理的システムへ移行されたプログラムに加えて、初期のメインフレーム
に駐在しているすべての呼び出しプログラムに対して行われなければならない。
本発明によれば、
すべてのメッセージが所定のメッセージブロック内でかつメッセージインタフェースを介
して渡される呼び出しプログラムと呼び出されるプログラムとの間でメッセージを渡すた
めのメッセージ配送システムであって、
前記メッセージインタフェースは各呼び出されるプログラムに対して識別子とプログラム
インタフェースとを記憶するためのメモリ手段を有し、前記メッセージブロックは、固定
されたフォーマットを有する制御ブロックと、フリーフォーマットを有するデータエリア
とを具備し、前記制御ブロックは、データエンティティキーワードを保持するための第１
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の部分と、データアイテムの特性を保持するための第２の部分とを具備し、前記第１の部
分は、メッセージブロックが前記メッセージインタフェースと呼び出しプログラムまたは
呼び出されるプログラムとの間で配送されるときに変更されず、前記第２の部分は、前記
メッセージブロックの送信先に応じて変更され、
使用時において、前記メッセージインタフェースは以下の処理を行なう。
ｉ）　識別子を含む呼び出しプログラムからのメッセージブロックを受信する。
ii）　識別子を特定の呼び出されるプログラムと特定のプログラムインタフェースに関連
させる。
iii）　特定のプログラムインタフェースを用いして前記特定の呼び出されるプログラム
にメッセージブロックを送る。
本発明の実施形態は、プログラムインタフェース詳細の中央記憶部（ central repository
）を提供することによって、プログラム自身によって保持するのに必要なインタフェース
情報の量を減らす。すなわち、例えば、呼び出しプログラムは、読み出されるプログラム
と直接通信するのではなく、所定のメッセージブロック内の識別子をメッセージインタフ
ェースに送る。メッセージインタフェースはその後、例えば、呼び出されるプログラムの
位置とインタフェース要件とを決定する。呼び出されるプログラムは同じ物理的機械上に
設けられている場合は、比較的簡単な通信プロトコルが用いられる。しかしながら、呼び
出されるプログラムがリモートのコンピュータシステム上に駐在しているときは、呼び出
しプログラムからのメッセージは、適宜パッケージ化され、適当な通信プロトコルを介し
て、リモートシステムに駐在している呼び出されるプログラムに送信される。
本発明の実施形態はさらに、データ管理システムとともに使用するのに適しており、タグ
を各データエンティティに関連付けるとともに、所定のメッセージブロックとメッセージ
インタフェースとを用いることにより、以下の記載からわかるように、呼び出し及び呼び
出されるプログラム間の高度のモジュール性を実現する。
以下に、添付の図面を参照して例を用いて本発明の実施形態を説明する。
図１は、本発明の実施形態によるメッセージ配送システムと、データ管理システムの他の
コンポーネントとの間の関係を示すブロック図であり、
図２は、本発明の実施形態のコンポーネントを示すブロック図であり、
図３は、本発明の実施形態によって用いられる論理オブジェクト間の関係を示すブロック
図であり、
図４は、本発明の実施形態のメモリ手段（ ODICT）のコンポーネント間の論理関係を示す
ブロック図であり、
図５は、本発明の実施形態によって用いられる制御ブロック構造間の論理関係を示すブロ
ック図であり、
図６は、本発明のメッセージ配送システムの実施形態を用いるトランザクションプログラ
ムからのカプセルプログラムに対する呼び出しの一例を示すブロック図である。
本発明の実施形態は、複雑なコンピュータシステムの部品、特に、データ管理システムを
、他の部品との取り決めに対する変更なしに、変更できる。この柔軟性はコンピュータシ
ステムの部品を物理的に離れたコンピュータから分離することを可能にする。
データ管理システムとともに用いられる本発明の実施形態を以下に説明する。本実施形態
のメッセージインタフェースは、 ODICT（オブジェクト辞書）と呼ばれるメモリ手段と、 X
CALLと呼ばれるメッセージインタフェースとを具備する。図１において、データ管理シス
テムは CICS（ IBMの商標）と呼ばれるトランザクション処理環境１と、（コボルで書かれ
た）多数のトランザクション２と、本発明の実施形態によるメッセージ配送システム３と
、多数のカプセル４と、 DB2/（ IBMの商標）データベース５とを具備する。すなわち、本
実施形態においては、トランザクションプログラムが読み出しプログラムであり、カプセ
ルプログラムが呼び出されるプログラムである。データ管理システムが使用中であるとき
は、呼び出しは呼び出しプログラム（トランザクション２）から呼び出されるプログラム
（カプセル４）へ直接渡されない。呼び出しはまず XCALL3へ渡され、次にそこから呼び出
されるプログラム、カプセル４に渡される。 XCALL3は、呼び出されるプログラムを呼出者
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から実質的に隠す、あるいは呼出者を呼び出されるプログラムから隠すいくつかのサービ
スを提供する。
図２において、メッセージインタフェース（ XCALL）３は、 ODICT（オブジェクト辞書）と
呼ばれるメモリ手段６における呼び出される及び呼び出しプログラムの外で定義され、イ
ンタフェース定義の符号化されたバージョンはラン時にどのデータアイテムがプログラム
間で渡されているかを識別するために使用される。プログラムがコンパイルされるとき、
他のプログラムへの呼び出しの設定及び／または他のプログラムからの呼び出しの受信に
要求される定義が辞書から複写される。
コンパイルされている特定の呼び出しに必要なコンポーネントのみが呼び出しプログラム
に複写される。すべての呼び出しによって要求されるコンポーネントが呼び出されるプロ
グラムがコンパイルされるときに複写される。
呼び出されるプログラムが、いくつかの呼出者のための新たなまたは強化されたサービス
を提供すべく変更されるとき、 XCALLの隠蔽機能は他の呼出者が影響されないことを意味
する。
XCALLは一度に１属性だけ呼び出しプログラムのデータエリアから呼び出されるプログラ
ムのデータエリアへ及び／または呼び出されるプログラムのデータエリアから呼び出しプ
ログラムのデータエリアへデータを移動する。 XCALLは、プログラムが複写されるときに O
DICTから複写されるデータエンティティ数、カラム数、カラム長さに関して、インタフェ
ースの符号化された記述を使用する。このプロセスは、２つのプログラムが同じコンピュ
ータ上に駐在しているなら、あるいは、別のマシン上に位置しているならば、同じように
適用することができる。
以下に本実施形態で用いられる術語を定義する。　カプセル :XCALLの基本単位。この名前
はオブジェクト指向に関する技術分野において、データ及びプロセスを外界から隠蔽する
技術であるカプセル化に由来している。カプセルはすべてのデータ定義と所定の ENTITYに
対する METHODとを具備する。アプリケーションプログラムはメソッドを読みだした後、 XC
ALLは ODICTから構成された LDSテーブルを用いて、メソッド名を適当なカプセルに関連付
ける。あるエンティティは検索と更新について１つずつのカプセルを有するが、概してエ
ンティティごとに１つのカプセルが存在する。まれにはエンティティは１つ以上のカプセ
ルによって更新される。呼び出しは、静的（リンクエディット時）ではなく動的（ラン時
）であり、これによって、用いられるプログラムを再コンパイルあるいは再テストを行な
うことなしに、それを含むコードに対して変更が行なわれる。コードとデータが同じ位置
に存在することも問題の識別とインパクト解析を行なうときの補助となる。
推論によるフィールド：メソッドによって提供されるがデータベースには直接保持されな
いフィールド。この方法は値を隠蔽し、例えば、コントラクトスタートデートとコントラ
クトタームが与えられたとき、コントラクトエンドデートを返すことは有用である。トラ
ンザクションはそれがどのように引き出されるかについて何等考慮することなしにこのよ
うなフィールドを使用できる。同様にして逆の場合も使用できる。すなわち、コントラク
トスタート及びエンドデートが与えられたとき、更新メソッドはタームを計算できる。他
の使用は、ステータスフラグ、入力フィールド列をとるリスプタイプのメソッドのための
エラーフラグを含む。リターン時、入力フィールドの各々に対してデータが見いだされた
か否かを決定するためにいくつかの機構が必要となる。
エンティティ：データベース上に保持された識別可能なタイプ。これは DB2テーブルかあ
るいは（ IBMの商標）レコードタイプであり、例えばプロダクトを表す。または複合構造
であり、例えば、関連するポストコード、ポストタウン、スルースフェア、ローカリティ
ディテールなどを有するアドレスレコードタイプであり、そのようなエンティティは DB2
テーブル数からのデータを具備する。エンティティ名は通常 DB2テーブル名（これが適当
ならば）であるが、 18文字に制限される。各エンティティは独自の識別キーワードまたは
エンティティ数と、付加的に４つの文字エンティティ略字とを有する。
エンティティブロック：エンティティに対してプレコンパイラによって生成されるデータ
エリア。２つのタイプが存在する。１つはメソッド（メソッドコールエンティティブロッ
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ク）に対する呼び出しによって生成されるエンティティブロックであり、当該メソッドと
他のメソッドに対する入力及び出力として必要なフィールドである。もう１つはカプセル
内で生成されるフルエンティティブロック（カプセルエンティティブロック）であり、エ
ンティティ内のすべてのフィールドを含む。エンティティブロック内の名前は、 ODICTに
保持されたエンティティ略字（その後に DB2カラム名が続く）と、ハイフンによって置き
換えられるアンダースコア及びハイフンによって分離される２つのパーツを具備する。カ
プセルエンティティブロックの場合は、カプセル（”内部”メソッドコールを含む）内へ
の呼び出しのために１を前に付加するかあるいは、他のカプセル内のメソッドに対する呼
び出しの結果として組み込まれるエンティティのための "C"を前に付加する。エンティテ
ィブロックのサイズは MAPオプションセットを用いてコボルコンピレーションリストによ
って決定される。
メソッド：エンティティ上での独自のアクションを実行するためのプログラムによって呼
び出されるプロシージャ。 DB2術語に従えば、これはテーブル上の新たなロー（ row）を挿
入するか、存在するローを検索、更新、削除することを意味する（ここで、メソッドは（
IBMの商標）データベースあるいは他のデータ記憶システムについて動作するのに用いら
れる。メソッドは概してパラメータを有する。これらは INPUT及び OUTPUTデータ仕様を含
み、エンティティフィールド名（概してデータベースカラム名）を呼び出しプログラムの
データフィールド（ワーキングストーリッジまたはリンケージ）にリンクする。フィール
ドは、（カプセルレベルではないメソッドで）マンデトリ（強制的）あるいはオプション
として記載される。他のパラメータは返されたエンティティインスタンスの数、供給され
たテーブル内の入力データフィールドの数、などに関する。メソッドは目的と使用に応じ
て名前がつけられ、特に、処理（ GET、 INS、 MOD、 DELなど）のタイプをカテゴリー別にす
るために接頭辞を用いる。
ODICT:オブジェクト辞書。これはエンティティ、カプセル、メソッドの詳細を記憶する一
組の DB2テーブルである。エンティティ情報はそれが含むフィールド、推論されたフィー
ルドを含む。 ODICTは、アプリケーションプログラムの開発者のための情報源であるとと
もに、 XCALLステートメントを拡張するため、かつ、必要なデータエリアを挿入するため
にプレコンパイラによってアクセスされる。要求されたメソッドから読み出しに対する適
当なカプセルを引き出すために、構成された LDSテーブルがラン時に XCALLによって使用さ
れる。
パーティション：種々のプラットフォームにわたる物理的配分を可能にするデータベース
の論理的サブセクション。 XCALLに特定されないが、データベースパティショニングは、
パティショニングバウンダリを横断する DB2ジョインタイプの検索の設計に影響を与える
。
プレコンパイラ :XCALL及び XCステートメントを含むソースを獲得し、適当な COBOL　 CALL
ステートメントに変換するソフトウェアであり、 ODICTから生成されるデータ定義を含む
。これはコンパイルプロセスのある段階で呼び起こされる。
スーパカプセル：ベースカプセル（”通常”カプセル）と対向する。名前からわかるよう
に、これは”ハイレベル”カプセルである。例えば DB2タイプジョインにおいて、１つ以
上のエンティティにアクセスすることによって獲得できるデータが要求されたときに、ス
ーパカプセルを用いてもっとも効率的に処理される。概して、スーパカプセルは、カラム
が異なるエンティティから取り出されるリストスクリーンに対して必要となる。例えば、
スクリーンヘッダあるいはパーティションを横切るデータベースナビゲーションを構築す
るなど、再利用が課題になっているときもスーパカプセルが考慮される。
トランザクション：いつかのビジネス上の目的を達成するユーザによって開始されるか、
あるいは、ユーザに反応するオンライン処理。
バージョン：エンティティ及びメソッドに関する。エンティティは新たな DBカラムを追加
したり、古いカラムを削除したり、他のテーブルからデータを獲得することによる強化が
必要である。同様にしてプロセス要件も変更される。 XCALL環境はメソッド及びエンティ
ティがバージョン番号をもつことを可能にする。特定のメソッドバージョンについては、
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関連するもっとも有効なエンティティバージョン番号は ODICTに保持される。トランザク
ション時にメソッドバージョン番号が特定され（デフォールトではプレコンパイル時に最
新のバージョンを取り上げる）、エンティティの適当なバージョンがアクセスされる。
XCIB:XCALLはブロックに対するインタフェースとなる。これは XCALLの種々のコンポーネ
ント（トランザクション、モジュール、 XCALLそれ自身、結果的にデータベースにアクセ
スするカプセル）間の通信手段である。
まず、機能上の術語についての本実施形態の一般的な説明を行ない、続いて、本実施形態
についてのより詳細な説明を行なう。
ODICTはカプセルとして定義される一組の呼び出されるプログラムによって管理されるデ
ータの詳細を含むデータベース（ IBM　 Db2）である。このカプセルはメソッドとして定義
されるサービスの数を提供する。 ODICTはさらに、これらのメソッドと、要求されるかま
たは／及びこのメソッドから利用できるデータとを含む。
データは多数のエンティティからなり、各エンティティはカラムとして定義される１つ以
上の属性を有する。エンティティは名前と番号（エンティティが ODICTに対して定義され
るときはいつでも割り当てられる）とを有する。カラムは名前（エンティティ内で独自）
と、データタイプと、長さ及び番号（アイテムが ODICTに追加されたときはいつでも割り
当てられる）とを有する。
さらには、エンティティは１つ以上の Db2テーブル及び／または（ IBMの商標）レコードを
有していてもよいが、これは必須なものではない。
XCALLにおけるメッセージの配送
ラン時における XCALLアーキテクチャの中心となるのは、呼び出しプログラムから呼び出
されるプログラムへ、あるいは、呼び出されるプログラムから呼び出しプログラムへ送ら
れる所定のメッセージブロックである。このメッセージブロックは固定フォーマット制御
ブロックにおける制御情報と、 XCIB（ XCALLインタフェースブロック）と、オプションと
してのスリーフォーマットのデータエリアを、 IRB（中間要求／応答ブロック）からなる
。
XCIBの一部は呼び出しプログラムから渡されるデータアイテムのリストと、呼び出される
プログラムから要求されているデータアイテムのリストを含む。これらのリストは’エン
ティティ番号’及び’カラム番号’として表現される。これらのリストは 'Map1'と呼ばれ
、入力に対して１つ、出力に対して１つ存在する。
XCIBの他の部分は 'Map2'として定義され、 'Map1'に列挙されたデータアイテムの位置と長
さについての記述を含む。 Map2に対して２つのフォーマットが存在し、１つは呼び出しプ
ログラムと XCALL間で用いられ、他の１つは XCALLと呼び出されるプログラム間で用いられ
る。
XCIBは２つの部分を有している。’グローバル 'XCIBは読み出しプログラム、 XCALL及び呼
び出されるプログラムによって使用される。’ローカル 'XCIBは、読み出しが XCALLに渡さ
れるとき、あるいは、応答が呼出者に返されるときに一組の内容を有し、読み出しが XCAL
Lから呼び出されるプログラムに渡されるとき、あるいは、応答が呼び出されるプログラ
ムから XCALLに返されるときに他の組の内容をもつ。
データが呼び出しプログラムから渡されるとき、当該プログラムのデータエリアから IRB
に移動される。 XCALLは、入力された Map1における各エントリの特定数のローに対して、
一度に１カラムずつこの機能を実行する。データアイテムの長さと位置とは Map2から獲得
される。位置はカラムの開始に対するローの初めからのバイトの数によって表現される。
ローカル XCIBは用いられた各エントリブロックの第１バイトのアドレスを含む。
XCALLが要求を受けたとき、要求されたメソッドが存在してユーザに利用可能であるか否
かがチェックされる。いくつかの制御情報が、要求されたメソッドを含むプログラム（カ
プセル）の身元を含む XCIBに追加される。
XCALLは読み出しをカプセルに渡す。プレコンパイラによって生成されたコードは現在の
メソッドインタフェースの詳細によって Map2を更新し、 XCALLサービスルーチンを呼び出
す。このルーチンはカプセルに対するデータエリアを生成し、 IRBからのデータをこの領
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域に移動して XCIBにおけるエンティティブロックにポインタを設定する。カプセルのデー
タエリアは EBB（エンティティブロックブロック）として知られ、１つ以上のエンティテ
ィブロックを含む。
エンティティブロックはカプセルによって使用され、呼出者に返されるべき応答を含む。
XCALLがカプセルから制御を取り戻したとき、 XCIBは呼出者に返すべき EBBにデータが存在
するか否かを検出するために検査される。存在するときは、前の Map2プロセスは出力 Map1
を用いて反転されて、 IRBを上書きする。
このデータを呼び出しプログラムに返すために、 XCALLは呼出者によって最初に渡された M
ap2を再記憶し、 Map2と出力 Map1とを用いて、 IRBからのデータアイテムを呼出者のエンテ
ィティブロックに移動する。
図２のプレコンパイラ７はソースプログラム８における XCALLステートメントを獲得して
、 ODICT6の内容を用いてこれよりソースステートメントを生成する。
このようにして生成された呼び出しプログラムにおいて、コードは Map1及 Map2を含む XCIB
における制御情報を設定し、 XCALLランタイムプログラムを呼ぶ。
呼び出されたプログラム（カプセル）において、プレコンパイラ７は XCALLから受信した
読み出しを有効にするコードを生成し、 Map2を設定し、呼出者から渡されたデータを獲得
するための XCALLサービスルーチンを呼び出して、特定のメソッドに好適するカプセルの
一部に制御を渡す。
プレコンパイラは当該プログラムにおいて用いられる’エンティティ’のためのデータエ
リアに対する定義を生成する。呼び出しプログラムにおいて、この定義は、当該プログラ
ムからの読み出しにおいて特に使用されるエンティティ及びカラムのみを含む。呼び出さ
れるプログラムにおいて、定義はすべてのエンティティとカプセルがサービスを提供する
ためのカラムとを含む。いずれの場合においても、データは各エンティティのためのテー
ブルとして表現される。テーブルは１つ以上のカラムのローの１回以上の発生からなる。
これらのテーブルは’エンティティブロック’として定義される。
読み出しは、呼び出されているプログラムあるいは見いだされるべきシステムではなく、
要求されたサービス（すなわち、メソッド名）のみを特定する。
バージョンの独立性
エンティティとメソッドとは ODICT内で定義される。要求された、及び／または利用可能
な一組のメソッドが変更されるときにメソッドは変化する。同様にして、１つ以上のカラ
ムはエンティティに追加、あるいはエンティティから削除される。いずれの場合において
も、このような一群の変更は新たなバージョンを構成する。
エンティティ番号及びカラム番号として定義された、データタイプとカラムの長さとはど
のような場合であっても変更されない。カラムが長さあるいはフォーマットを変更すると
きは、新たなカラム番号が割り当てられる。もとのカラム名が新たなカラムに対して再利
用され、古いフォーマットには新たな名前が割り当てられる。
上記の特徴は、呼び出しプログラムにおける最適化されたエンティティブロックとともに
、呼び出しプログラムと呼び出されるプログラムとの結合を最小に抑えることができる。
メソッドインタフェースの最新の’公衆’バージョンは、呼び出しプログラムがコンパイ
ルされるときに使用される。カプセルがコンパイルされるとき、当該メソッドを定義する
XCALLステートメントと有効なエンティティバージョンの組合せがバリデーションコード
を生成するために用いられる。カプセルが支持されていないエンティティあるいはメソッ
ドバージョンに対する要求を受信するとき、この生成されたコードによって拒絶される。
古い呼び出しプログラムが再コンパイルされるとき、使用する最新の公衆バージョンのエ
ンティティを取り出す。すなわち、以前に７つの文字であった 'POSTCODE'と呼ばれるカラ
ムが現在８であるときは、当該プログラムは、次にコンパイルされるときに最新のデータ
フォーマットを使用するために、変更する必要がない。もし可能なら、カプセルは古いカ
ラム番号に対する要求を認識して一部除去された７つの文字郵便コードを渡す。このよう
にして、呼び出し及び呼び出されるプログラムの両方を同時に変更する必要性をなくすこ
とができる。
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配分／スケーラビリティ
呼び出しプログラムと呼び出されるプログラムとの間の中間手段として IRBを用いている
理由の１つは、このことがシステム間に通信リンクを挿入する構造の都合の良い部分であ
るからである。
カプセルがそれを呼び出しているプログラムから物理的に離れている場合は、 XCALLはグ
ローバル XCIBと IRBとをリモートシステムにおける XCALLの他のインスタンスに渡す。リモ
ート XCALLは Map2などを使用して、上記と同様の方法でカプセルにデータを渡したり、カ
プセルからの応答を受信する。グローバル XCIBと IRBは’ホーム 'XCALLに戻って、ローカ
ルの場合とまったく同様の方法で応答を呼出者に渡す。
これは、以前に同じ物理的システムに存在した呼び出し及び呼び出されるプログラムはど
のようなときでも変更することなしに分離できることを意味している。
以下に本実施形態の一面をより詳細に説明する。上記したように、本実施形態は図２に示
すように、メモリ手段と、 ODICT6と、メッセージインタフェースと、 XCALL3と、プレコン
パイラ７とを具備している。
使用中の ODICT
XCALLを支持するために、 ODICTは２つの段階で使用される。コンパイル時、プレコンパイ
ラは埋め込まれた XCALLステートメントを有する COBOLソースを獲得して、適当なデータフ
ィールドを含む COBOL　 CALLに拡張する。メインデータエリアは、 XCALL自身の使用のため
の通信エリアである XCALLインタフェースブロック（ XCIB）と、アプリケーションによっ
てアクセスされる各エンティティにデータを渡すかあるいは、各エンティティからデータ
を受信するエンティティブロックである。
２つのタイプのエンティティブロックが存在する。１つは全エンティティブロックであり
、カプセルに対して呼び出されてモジュールコールのための XC　 COPYステートメントを使
用するときに含まれる。他の１つは最適化されたエンティティブロックであり、トランザ
クション内あるいは XCALLメソッドステートメントを発行する他のコード内で生成される
。後者の場合は、入力及び出力節で特定されたフィールドのみが含まれ、これによってラ
ン時に必要とされるデータエリアのサイズを減らすことができる。同じエンティティにい
くつかのメソッドが作用しているとき、あるいは、異なる入力及び出力要件を有する同一
のメソッドに対して複数の読み出しが存在するときは、プレコンパイラは参照されるすべ
てのフィールドを具備する複合エンティティブロックを生成する。
２つのエンティティブロック間の混乱を避けるために、前者は概してカプセルエンティテ
ィブロックあるいはフルエンティティブロック、後者は概してエンティティブロックある
いはメソッドコールエンティティブロックと呼ばれる。
カプセル、メソッド、エンティティについての情報がリニアデータベース内に抽出される
とき、第２の XCALL　 ODICTアクセスが毎日の初めに行われる。これらは、メソッドコール
とカプセル間に最終的な取り決めを可能にするために XCALLのラン時に用いられる。 ODICT
を直接用いることも可能であるが、パフォーマンス上のオーバヘッドが発生する。 ODICT
をラン時から分離することも ODICT更新実行時の密接な制御を可能にする。
ODICT　 XCALL支持構造
論理的オブジェクト
ODICTは XCALLによって用いられる論理的オブジェクトを記述する。メインオブジェクトは
カプセル、メソッド、エンティティであり、図３を用いて以下に説明する。
エンティティ９
これはデータベースに保持される識別可能なタイプである。これは、例えばプロダクトを
表す DB2テーブルあるいは、（ IBMの商標）レコードタイプ、あるいは複合構造であり、例
えば関連するポストコード、ポストタウン、スルースウェア、ローカリティデテールなど
を有するアドレスレコードタイプからなり、このようなエンティティは多数の DB2テーブ
ルからのデータを具備する。各エンティティは多数のフィールド（カラム）からなり、概
して DB2カラムに対応する。フィールドは推論される記述、すなわち、物理的データとし
て保持されているのでなく計算によって得られる。
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ODICTは各エンティティを記述し、エンティティ番号によって識別する。各エンティティ
は、アプリケーション内のグループフィールド名を生成するのに用いられる 18文字までの
名前を有する。独自でない名前でコラムの前に文字を付加するための省略文字（これはま
た、このエンティティを処理するメソッド名を構成するのにも用いられる）と、名前の衝
突を解決するための２つの接頭辞とをさらに有する。
メソッド 10
エンティティに関して機能を実行するためにメソッドが CICSまたはバッチプログラムによ
って呼び出される。 DB2の術語でいうと、これはテーブルに関して新たなローを挿入する
か、あるいは、現在のローを検索、更新、または削除することを意味する（ここでメソッ
ドは（ IBMの商標）データベースまたはデータ記憶システムに作用するためにも用いられ
る）。
呼び出しプログラムはパラメータをメソッドコールに供給することでメソッドと通信する
。これらはインプット及びアウトプットデータ仕様を含み、エンティティフィールド名を
、（ワーキングストーリッジまたはリンケージにおける）呼び出しプログラムのデータフ
ィールドにリンクさせる。
他のプログラムは返されたエンティティインスタンスの数と、供給されたテーブルにおけ
る入力データフィールドの数などに関連する。
メソッドはメソッド名、メソッドコールにおいて使用される 30の文字フィールドによって
独自に識別される。メソッドは目的と使用、特に、処理（ GET、 INS、 MOD、 DELなど）のタ
イプをカテゴリー化するために、（アクションタイプとして知られている）接頭辞の使用
を考慮して名前が付けられる。
カプセル 11
カプセルは概して所定のエンティティにアクセスするメソッドをグループ化する。スーパ
カプセルと呼ばれる特定のタイプのカプセルは、関連する組のエンティティにアクセスす
るメソッドをグループ化し、その後、 XCALLは当該メソッド名を適当なカプセルに関連付
けるために ODICTデータを使用する。
各カプセルはカプセルネームによって識別する１つのエントリを有し、５つの文字のうち
の最初の２つは関連するアプリケーションシステムを示す。保持された他の詳細は使用可
能性インジケータ及び所有者ユーザ IDである。
テーブル 12
ODICTは各テーブルの各カラムに対するエントリを有する DB2テーブルの構造を記憶する。
各エンティティはゼロ、１つ以上の DB2テーブルによって支持され、各テーブルは１つ以
上のエンティティを支持する。
カラム 13
ODICTは DB2であろうと推論されたものであろうと、各エンティティの各カラムに対して１
つのエントリを有する。これは削除されたカラムを含む（例えばフォーマットが変更され
たときカラム名を再利用するための機構は存在するが、カラム番号は再利用されない）。
カラムはエンティティ番号内のカラム番号によって識別され、タイプ及びサイズの詳細は
各カラムに対して保持される。
エントリバージョン
エンティティは新たな DBカラムを追加、古いカラムを削除、他のテーブルからデータを獲
得するか、あるいはカラムを改善することによって、強化する必要がある。各エンティテ
ィについて、 ODICTは各新たなバージョンに対するエントリを保持する。概して、最新の
バージョンが使用されるが、使用可能性インジケータは新たなバージョンを入力させ、プ
ロダクションアプリケーションを混乱させることなしにテスト環境で用いられる。
メソッドバージョン
同様にして処理要件は変化する。特に、メソッドに対するインタフェースが変化、例えば
、入力データフィールドがマンデトリ（強制的）であるときあるいはフォーマットを変更
したときは、新たなメソッドバージョンが必要になる。所定のメソッドバージョンについ
て、それに関連する最も有効なエンティティバージョン番号は ODICTに保持される。トラ
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ンザクションにおいて、メソッソバージョン番号が特定され（デフォールトではプレコン
パイル時で最新のバージョンを取り出す）、エンティティの適当なバージョンがアクセス
される。
DB2テーブルの詳細
ODICTによって記憶される DB2テーブルは図４を参照して記述される。
カプセル（ OCAP） 14
カプセルテーブル：カプセルごとに１つのローを含む。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エンティティ（ OENT） 15
各エンティティの各バージョンに対して１つのロー。１つのエンティティは１つ以上の DB
2テーブルを参照することがある。 Entity_Abbrev,Entity_version（独自）、及び Entity_
Name,Entity_Version（独自）が以下に示される。
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メソッド（ OMTH） 16
ODICT同期により多くなるが、概してメソッドバージョンごとに１つのローが出力される
。各メソッドは１つのカプセルに属する。一度メソッドが利用可能になれば、新たなバー
ジョンがメソッドのどのような変更に対しても生成される。
Capsule_name,Method_Name,カプセルテーブル（ OCAP）との関連のための Method_Version
が以下に示される。
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エンティティカラム（ OCOL） 17
DB2であり推論されたものであれ現在あるいは前のエンティティバージョンで使用された
各カラムのための１つのロー。各カラムの属性を定義する。
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DB2テーブル（ OXTB） 18
DB2テーブルによるエンティティ実行を示す（エンティティは１つ以上の DB2テーブルによ
って実行される）。カプセルテーブル（ OCAP）との関係のためのベースカプセルを以下に
示す。所定のエンティティ、例えば（ IBM商標）データに対するテーブルは存在しない。
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（ ODRV） 19
各推論されたフィールド（物理的に DB2テーブル上には存在しないが、計算によって求め
られるか他の DBMS例えば、 TRADEMARK　 OFIBMに保持されているフィールド）に対する１つ
のロー。この情報は OCOL上のインジケータカラムとして保持されるが、あとでより多くの
情報を保持することが必要である。各ローはエンティティカラム（ OCOL）上に均等なロー
を有する。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
インタフェース（ OINT） 20
各メソッドバージョン、すなわち、当該バージョンによって使用されたカラムに対するイ
ンタフェースブロックを定義するとともに、入力に対して強制なのかあるいは出力に対し
て利用可能なのかを定義する。これはエンティティカラムとメソッドバージョン間の多対
多の関係である。 ENTITY_NUMBER,エンティティカラムテーブル（ OCOL）との関係のための
COLUMN_NUMBERが以下に示される。 METHOD_NAME,METHOD_VERSIONはメソッドテーブル（ OMT
H）との関係の 'Many'終端（ end）に対して使用される。
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DB2テーブルカラム（ OSHD） 21
DB2テーブルの現在のバージョンにおけるリストカラム。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エンティティマッピングに対するエンティティカラム（ OMAP）
各エンティティの各バージョンによって支持された名前によってカラムを列挙して、エン
ティティとエンティティカラム間の多対多リンクを実行する。もはや使用されないが古い
バージョンコールによって要求されるカラムを含むエンティティバージョンとともに使用
すべく定義されたすべてのカラムに対する完全な組のローを保持する。 ENTITY_NUMBER及
び COLUMN_NUMBERはカラムの詳細を保持している OCOLローを指し示す。 LAST_ENT_VER_USED
はこのカラムを用いて最後のエントリバージョンの NETITY_VERSIONを保持する。
このテーブルは、所定のエンティティバージョンに対するエンティティブロックを生成す
るために XCALLプレコンパイラによって使用される。アプリケーションにおいて用いるた
めのフィールド名を構成するのに使用されるカラムのための名前をも提供する。
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ENTITY_NUMBER,エンティティカラムテーブル（ OCOL）との関係のための COLUMN_NUMBER,EN
TITY_NUMBER,エンティティテーブル（ OENT）との関係の 'Many'終端に対して使用される EN
TITY_VERSIONは以下に示される。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カプセルエンティティ（ OXCE）
相互参照カプセル及びエンティティ。 ENTITY_NUMBER,ENTITY_VERSIONは以下に示される。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エンティティメソッド（ OXME）
相互参照メソッドバージョン及びエンティティバージョン
NBプライマリインデックスは ENTITY_NUMBER,ENTITY_VERSION,METHOD_NAME,METHOD_VERSIO
Nに関している。
METHOD_NAME,METHOD_VERSION,ENTITY_NUMBER,ENTITY_VERSIONは以下に示される。
メソッドは、エンティティが１つ以上のメソッドによって処理されるのと同様に、１つ以
上のエンティティを処理可能である。
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XCALLランタイムシステム
XCALLランタイムシステムの動作は以下のように要約される。
・トランザクションがメソッドコールを生成する。
・ XCALLはトランザクションエンティティブロックから IRBデータを’収集’する。
・ XCALLは呼び出すためのカプセルを見いだすためにリニアデータベースにアクセスする
。
・カプセルに’提供された 'IRBデータ
・カプセルは呼び出しを処理する。
・ XCALLはカプセルのエンティティブロックから IRBデータを’収集’する。
・ XCALLはデータをトランザクションブロックに返す。
以下に XCALLランタイムシステムについて詳細に説明する。
バックエンド　選択されたカプセルに対する呼び出しを担う XCALLランタイムの最低レベ
ル層は、次の機能を有する。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カプセルコール　カプセルからカプセルへの読み出しとして知られる’レベル '2の呼び出
し。カプセルが異なるメソッドを呼び出すときは、別個の XCIBにおける情報を設定する必
要がある。名前の衝突を避けるためにこれは XC2Bと呼ばれ、通常の XCIBにおいては XC接頭
辞ではなく X2接頭辞のほうがファイル名を正確に識別する。さらに、より多くの情報を記
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憶してさらなる呼び出しを監視することが必要である。
制御及び連続（ C/C）　 XCALLランタイムの第二レベル層は以下の機能を有している。
呼び出されたカプセルを監視する。
現在の呼び出しのステータスを記録する。
DBMSスレッド／ランユニットを’所有する’
リモートのカプセルに対する適当なバックエンドを識別する。
要求をバックエンドに渡す。
明示的コミットリクエストを管理する－必要に応じてコミットをリモートの XC　 ALLに送
る。
フロントエンド　 XCALLランタイムの第一レベル層は次の機能を有する。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エンティティブロックブロック　これは、ラン時に割り当てられたカプセルエンティティ
ブロックに対する集合名詞である。当該カプセル内のメソッドコールから戻される大量の
データを収納するために記憶領域が割り当てられ、そのサイズは、要求されるロー数によ
って乗算された当該カプセルによって管理されるすべてのカプセルエンティティブロック
の全サイズである。
IRB　中間要求／応答ブロック。これはカプセルに渡されるかあるいはカプセルからのデ
ータエリアである。スペースを最小にするために連結された入力または出力フィールドか
らなり、エンティティ構造についての記述はない。
ローカルコール　ローカルノードのカプセルに対する’伝統的’コール :XCALLはバックエ
ンド処理から直接カプセルを呼び出せる。
Map1、 Map2及び Map3　入力及び出力データの IRBに対するマッピングについての詳細を保
持するデータエリア。
リモートコール　リモートカプセルに対する呼び出し。これはより複雑な処理と制御を必
要とする（リリース 3.0から）。
トランザクションコール　コントロールとしての XCIBフィールドを使用する標準の呼び出
し。プレコンパイラは呼び出しを適当なエントリポイントに挿入する。さらに、 IRBサイ
ズを計算する。（要求されたロー＊出力ロー長さ）かあるいは、（供給された入力ロー＊
入力ロー長さ）のうち大きい方。結果として得られた値は XC－ IRB－ SIZEに入力される。 M
ap1及び Map2Aデータは呼び出しが発生するまでにあらかじめ設定される。
XCCB　制御及び連続ブロック
XCCT　 XCALLカプセルテーブル。これは LDSテーブルからロードされ、カプセルステータス
、所有者名、位置を含む各カプセルについての詳細を保持する。
XCIB　 XCALLインタフェースブロック。これは種々の XCALLランタイムコンポーネントと呼
び出しプロセスとの間の通信手段である。呼び出すべきカプセルとメソッドについての情
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報、監視情報、エンティティブロックのアドレス、 IRBからエンティティブロックへのマ
ッピングについての詳細などの情報を含む。
XCMT　 XCALLメソッドテーブル。これは LDSテーブルからロードされ、ラン時、 XCALLはこ
れをメソッド名をキーとして取り出し、それを含むカプセルを決定する。さらに、 XCMTは
メソッドに対してステータス及びローが要求された／戻された詳細を維持する。
XCNT　 XCALLノードテーブル。これは LDSテーブルからロードされ、各ノードについての詳
細を保持する。
XCALLにおいて用いられる制御ブロック構造が図５に示されている。
XCALL構造
エントリポイント
呼び出しが発生する環境によって種々のエントリポイントがある。これらは、トランザク
ションコール／カプセルコール（カプセルからカプセル）、 CICSフォアグラウンド /CICS
バックグラウンド／バッチ、ローカル／リモートの順列からなる。
３つの層、フロントエンド。連続＆制御、バックエンド
各場合において、エントリポイントは、要求されたカプセルが実際に呼び出される前に、
フロントエンド、制御及び連続、バックエンドの３層の処理によって支持される。
呼出者処理
プレコンパイラによって生成されたコードは、呼出者エンティティブロックデータを IRB
にマッピングするための Map1、 Map2Aデータをロードして、 IRBのサイズを計算し、これを
記憶するとともに XCIB内の情報を監視する。エントリポイントを呼び出す前に、入力デー
タは呼出者エンティティブロックフィールドに転送される。
XCALLに対する各呼び出しの後に、アプリケーションはリターンコードをチェックして適
切に動作しなければならない。制御が戻された後、監視情報は更新され、要求されたデー
タは指定の出力フィールドに入力される。
エントリポイント
エントリポイントの主な機能は、初めの呼び出しに対するパラメータとして渡されたエン
ティティブロックのアドレスを獲得することである。渡された意味のある（ significant
）パラメータの数に基づいて、 XCIB（ XC－ EM－ ADDR）におけるエントリはこれらのアドレ
スに設定される。さらに、環境の発生などについてもチェックする。
フロントエンド
これはアプリケーションプログラム（及びリモートアプリケーションについてはリモート
システム）からの要求を受信する。適当なセキュリティ情報を獲得して、受信した呼び出
しの形跡を維持する。さらに、 IRBを呼出者エンティティブロックにマッピングする処理
を行なう。 XCALLが読み出されたとき、フロントエンドは、 CICS　 GETMAINあるいは、バッ
チと同等のアセンブラーを用いて、 IRBのための GETMANを実行して、オペレーティングシ
ステムからの記憶エリアを獲得する。獲得されたスペースのサイズは XC－ CURRENT－ IRBSI
ZEに保持される。
次の呼び出しにおいて、呼出者におけるプレコンパイラ挿入コードによって XC－ IRB－ SIZ
Eが再び設定される。フロントエンドはこれを XC－ CURRENT－ IRB－ SIZEと比較する。現在
のサイズが要求されたサイズに等しいかあるいは大きい場合はこれ以上の処理は行われず
、 FREEMAINについての現在のスペースが解放されて、新たな IRBが GETMAINによって獲得さ
れる。
以下の点を考慮して種々の管理上及びセキュリティ上の処理が実行される。
・ XCIB追跡ポインタをインクリメントして現在の要求情報を新たな追跡エントリに移動す
る。
・ XCIB呼出者のノードとタスク番号フィールドを設定する。
・ XCMTを用いてメソッド名が有効が否かをチェックし、（テストハーネスの使用を考慮し
て）カプセル名を獲得し、（ローカルのものであれば）そのカプセルが要求のタイプに対
して利用できるかどうかをチェックする（できない場合は、適当な SWEコードを設定して
呼出者に戻る）。
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・ XCCTからのノードを獲得してノード idを XCIBに設定する。
・セキュリティ情報（ミドルウェアからのユーザ id）を獲得してセキュリティチェックフ
ィールドを生成するためにチェックサムを行なう。
・タスクに対する第一の呼び出しについて主要な XCCBを生成する。
・ XCCB詳細を記憶する。ランタイムテーブルなどのアドレス及び必要に応じてカプセルか
らカプセルへの呼出情報など。
フロントエンドは呼出者からの要求データを記憶して IRBに入力する。これを行なうため
にアッセンブラルーチン XC700UASを呼び出す（詳細は以下の Map1、 Map2処理の部分を参照
せよ）。 XCIBの詳細は XCCBに記憶される。
連続及び制御を呼びだした後、フロントエンドはカプセルからカプセルへの呼びだし処理
を行ない、詳細を適当な XCIBフィールドに複写する。
次に、アッセンブラルーチン XC703UAS（実質的にはリバース時の XC700UAS）を呼び出して
、戻された更新 IRBからのデータを呼出者エンティティブロックに転送する。コミット処
理が必要な場合はこのときに発生する。一方、制御がエントリポイントに渡され、さらに
は呼出者に渡される。
制御及び連続
これはアプリケーションが呼び出すカプセルの詳細を維持する。要求を適当なカプセルに
渡すために XCCTを使用する。呼出者によって明示的に要求されたバックアウト及びコミッ
トあるいは、エラー処理要件によって発生したバックアウトを処理する作業を担う。
バックアウト／コミットコールは、要求されたアクションが起こる前に、これまでにこの
トランザクションによって呼び出された各カプセルに対して、 DBMSタイプのチェックを行
なう。
当該呼び出しがバックアウトまたはコミットでないときは、Ｃ＆Ｃはメソッドコールを想
定することを行なう。
呼び出されたカプセルが XCCBにないとき、カプセルが駐在しているシステムとリモートシ
ステムとの会話のために用いられるバックエンド（通信アクセスメソッドまたはローカル
）のタイプを探索するために XCCTが使用される。
更新アクセスがチェックされて、呼び出し統計が更新される。呼び出しの上限を越えてい
なければ、Ｃ＆Ｃは制御をバックエンドに渡す。
バックエンドからのリターン時、Ｃ＆Ｃは XCIBが破損したかどうかをチェックして、この
カプセルに対する XCCBを更新する。リターン SWEコードが８より大きいときはバックアウ
トが発生する。
最後に制御がフロントエンドに戻される。
バックエンド
ステーブルバージョン、ワーキングコピー、スタブ（最後の２つはテスト時に用いられる
）など適当なカプセルを呼び出す。 XCIBのローカル部を XCCBのセーブエリアに記憶し、制
御をカプセルに渡す。
リターン時、なにも破損しなかったことと、ローのリターン値が正常かどうかをチェック
する。ローカル XCIBを再記憶する前に、アッセンブラルーチン XC702UAS（以下の Map1、 Ma
p処理を参照）を用いて、呼出者に返すべきデータによって IRBを生成する。
制御はＣ＆Ｃに戻る。
カプセル処理
プレコンパイラはカプセルの詳細を XCIBに記憶するためのコードを生成し、メソッドが有
効であり、要求されたメッセージデータが渡されたか否かをチェックする。
次に、アッセンブラルーチン XC701UASを用いて提供された IRBデータを解読する。これが
最初であるときは、このカプセルが呼び出され、その後、 XC704TCSがエンティティブロッ
クブロックのための記憶エリアを獲得するために使用される。これは、必要なだけ発生し
た（ XC－ ROWS－ REQUESTED）すべてのカプセルエンティティブロックからなる。
カプセルエンティティブロックアドレスを XCIBに設定した後、カプセルは要求されたメソ
ッドを実行して、 XCIBにおける XC－ SWE－ CODE及び XC－ ROWS－ RETURNEDフィールドを更新
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する。その後、制御はバックエンドに戻る。
MAP1及び MAP2処理
Map1及び Map2によって管理されるデータエリア
上記したようにデータは、（他のすべての送信もとあるいは送信先データフィールドをの
ぞく）３つのエリアを用いて XCALLの各部に渡される。
・この呼出者によって参照されたフィールドからなる最適化ブロックである呼出者エンテ
ィティブロック。これは呼出者ベースで構成される：エンティティブロックは、異なるフ
ィールドを参照するいくつかの異なる呼び出しの結果発生したフィールドを含む。さらに
、呼び出しが配列が必要であることを示したときは、 OCCURS節はプレコンパイラによって
見いだされたエンティティに対して最大となる。このようなときは、エンティティブロッ
クは不要となる。
・データベースであれ推論によるものであれ、エンティティのこのバージョンに対して削
除されないものとして定義された、すべてのフィールドからなる全エンティティブロック
であるカプセルエンティティブロック。
・各個々の呼び出しに対してデータがパックあるいはアンパックされる中間要求／応答ブ
ロック（ IRB）。
要求された種々の移動の制御は送信もと及び送信先フィールドを識別及び探索するマップ
テーブルによる。このようなマップテーブルは３つある。
・ MAP1　各部がそれぞれ入力及び出力データを識別するエントリを含む：望ましくは２つ
のリストがあり、１つは入力、他の１つは出力用である。プレコンパイラは、特定の XCAL
Lコールにおける INPUTあるいは OUTPUT節に記載された各フィールドに対するエンティティ
及びフィールド番号を生成する。入力及び出力仕様の間には暗黙の関係はない：例えばた
だ１つの意味する入力エントリと多くの出力エントリが存在する場合がある。ゼロに設定
されたエントリは各リストの終わりを示す。所定の呼び出し、すなわち、入力及び出力節
において参照された各カラムに対して１つの Map1エントリがある。各リストはゼロによっ
て終わりとなる。各発生における入力及び出力要素の間には関係はない：例えば、ただ１
つの意味のある入力エントリといくつかの出力エントリとが存在する場合がある。この場
合（及び Map2フォーマットＡ）における値はプレコンパイラ生成コードによってロードさ
れる。
・ MAP2バージョンＡ　 IRBデータを呼出者エンティティブロックにリンクする。このマッ
プ及び Map1のエントリ間には１対１の関係がある。 Map1で示したように、各エントリは入
力及び出力部分を有する。各リストの終わりを示す特別の表示は不要である：これは Map1
から容易に推論可能である。詳細はプレコンパイラによってロードされ、 XCALLは制御を
カプセルに渡すまえに値をセーブして、 IRBが戻されたデータによって再生成されるとき
に再記憶する。
MAP2バージョンＢ　同一の物理的データエリアを共有し、値は、カプセル内で実行された
プレコンパイラ生成コードによってロードされる。 Map2Aは呼出者エンティティブロック
に関しているのに対し、 Map2Bは IRBデータをカプセルエンティティブロックにリンクする
。削除と記されていないエンティティバージョンにおける各フィールドに対して１つのエ
ントリがある。 Map1はまだ必要である :IRB及びカプセルエンティティブロック間のデータ
移動は、 Map2Bと同等なエントリに一致する Map1の意味のあるエントリ／フィールド番号
の組合せの存在に依存する。
MAP1/MAP2処理の一例
この例は、入力及び出力の操作は、２つの入力キーを供給する代わりに、各々についてロ
ーを受け取る単一のメソッドコールに対して示される。単純であるが、各段階でのデータ
を詳細に検討することにより、 IRB/エンティティブロック作用の詳細を見いだすことがで
きる。
エンティティ PARROTは以下のテーブルで示される属性を有し、辞書（ ODICT）に記載され
ている。特定のメソッドコールは利用可能なカラムのサブセットのみを要求する：他のメ
ソッドコールは例として含まれている。

10

20

30

40

50

(22) JP 3628698 B2 2005.3.16



エンティティの詳細（ ODICTより）
エンティティ番号　 500　バージョン１
エンティティ名　 PARROT
エンティティの省略文字　 PARR
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
XCALLステートメント
XCALL　 GETN－ PARR
INPUT（ PARR－ CODE FROM WS－ PARR－ CODE（＊））
OUTPUT（ PARR－ CODE　 INTO　 WS－ PARR－ CODE（＊）；
PARR－ NAME　 INTO　 WS－ PARR－ NAME（＊）；
PARR－ WEIGHT　 INTO　 WS－ PARR－ WEIGHT（＊））
ITEM（２、２）
END－ XCALL
データ（エンティティブロック）のカプセルビュー
エンティティ（カラム）の属性のすべてについての多数の生起（ロー）からなる。

10

20

30

40

(23) JP 3628698 B2 2005.3.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
データ（エンティティブロック）の呼出者ビュー
エンティティ（カラム）の属性のすべてについての多数の生起（ロー）からなる。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
処理の詳細
XCALLコールが実行される前に更新されるテーブル
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処理
呼び出されたフロントエンド：メソッド EBから IRBにデータを移動すべく呼び出された XC7
00UAS:Map1（ゼロで満たされたフィールドを見いだしたときは処理を停止）上の各入力フ
ィールドを IRBに配列する。入力配列に対して、配列操作はローごとに行なう。算出で用
いられたフィールドはオフセット、 Map2Aに保持されている、呼出者エンティティブロッ
ク内の長さ、（最初にパラメータとして XCALLに対する最初の呼び出しに渡された）エン
ティティブロックのアドレス、 XCIBに保持されているエンティティブロックローの長さで
ある。オフセットはローの初めから始まり、次のローのためにロー長さによってインクリ
メントされる。
　
　
　
　
　
　
　
XC701UASにより、 Map1と Map1の詳細を述べている Map2Bを用いてカプセルエンティティブ
ロックを更新するために使用される IRBデータは入力データのエンティティとフィールド
番号を含む。 Map2Bデータから、各入力フィールドの長さを決定し、エンティティ及びフ
ィールド番号を Map1エントリのものと一致させることが可能である。同じ Map2Bエントリ
から、全エンティティブロック内のオフセットが利用可能である。全エンティティブロッ
クのアドレスは主記憶部の獲得に続いて設定される。
　
　
　
　
　
　
　
　
カプセルは処理を行いエンティティブロック（すべてのフィールドが利用可能であるとす
る：このメソッドコールはサブセットのみを必要とする）を駐在させる。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10

20

30

40

50

(25) JP 3628698 B2 2005.3.16



XCIBは２つのローが返される（ XC－ ROWS－ RETURNEDは２に設定される）ことを示すために
更新される。
XC702UASによって満たされた IRB:Map1はどの出力エンティティ／フィールド組合せが必要
なのかを教示し、 Map2Bはそれらがカプセルエンティティブロック内のどこにあるのかを
教示する。
　
　
　
　
　
　
　
値がバックエンド処理によって再記憶された Map1及び Map2Aを用いて、 XC703UASによって
更新されるメソッドエンティティブロック。
　
　
　
　
　
カプセルに対する単一の呼び出しの実行時に、種々のアプリケーション及び XCALL層によ
って実行される処理について以下に図６を参照して説明する。
まず、図６において１、２、３、４で示された４つのプロセスについて説明する。
XC700UAS（図６におけるプロセス１）は、アプリケーションエンティティブロックから IR
Bを生成する。
IRBヘッダを初期化する。
MAP1における第１入力フィールドで処理を開始し、ゼロのカラム番号が見つかるかあるい
はエントリ 255が処理されるまで続ける。各入力ローに対してプロセスを一回実行する。
以下の方法によって移動すべき位置を計算する。
ａ） XCIBからエンティティブロックの初めのアドレスを取り出す。エンティティは現在の
Map2aによって示されている配列エントリを記載している。
ｂ）現在のローから１だけ減算し、それに（エンティティ詳細配列に示されている）ロー
の長さを乗算し、結果をすでに取り出したアドレスに加算する。
ｃ）結果にバイト数を加算し、（現在の Map2Aエントリに保持されている）フィールドの
開始アドレスとする。
現在の Map2Aエントリにおけるフィールド長さで示されたバイト数を、上記の方法で計算
された開始アドレスから IRBの次のフリーの位置に移動する。 IRBにおける次のフリーの位
置を移動したバイト数だけインクリメントする。
ここで、 Map2Aエントリｎは Map1エントリｎに対応する。
XC701UAS（図６におけるプロセス２）は IRBから EBBデータを生成する。
EBBを初期化する。
ゼロのエンティティ番号が見つかるまであるいはエントリ 255が処理されるまで、各 INPUT
　 Map1エントリを順に処理する。プロセスを入力ローの数だけ反復する。
現在の Map1　 INPUTエントリに対するエンティティ番号及びカラム番号に一致する Map2Bに
おけるエントリを探索する（両者はエンティティ番号順において上に向かうカラム番号で
ある）。
以下の方法によって移動すべき位置を計算する。
ａ） XCIBからエンティティブロックの初めのアドレスを取り出す。エンティティは現在の
Map2bエントリによって指示される配列エントリの詳細を示す。
ｂ）現在のローの数から１を減算し、それに、（エンティティ詳細配列において示された
）ローの長さを乗算し、その結果に取り出したアドレスを加算する。
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ｃ）その結果にバイト数を加算して、（現在の Map2Bに保持されている）フィールドの開
始アドレスとする。
現在の Map2Bエントリにおけるフィールド長さで示されたバイト数を、 IRB内の次に移動す
べき位置から、カプセルエンティティブロックにおいて上記の方法で計算された開始アド
レスに移動する。 IRBから移動すべく次の位置を移動したバイト数だけインクリメントす
る。
XC702UAS（図６のプロセス３）はカプセルエンティティブロックから IRBを生成する。
これは XC701UASと同じ処理を行なうが、今度は逆の処理を行なう。 Map1及び Map2Bプロセ
スはカプセルのエンティティブロック内から移動すべきアドレスを生成し、データは入力
データをオーバライトする IRB内に移動される。
XC703UAS（図６のプロセス４）は IRBからアプリケーションエンティティブロックを生成
する。
これは XC700UASと同じ処理を行なうが、今度は逆の処理を行なう。 Map1及び Map2Aプロセ
スは移動すべきアドレスを生成し、データはアプリケーションのエンティティブロックの
存在する内容をオーバライトする IRBから移動される。
アプリケーション－’通常’コード。
1.アプリケーションはメソッドにおくるべき入力データを XCALLステートメントにおける I
NPUTの右側に記載されている変数に入力する。
アプリケーション－プレコンパイラ生成コード
2.XCALLステートメント（入力及び出力）の左側に記載されているカラムのエンティティ
及びカラム（フィールド）番号によって、 XCIBにおける Map1を更新する。エンティティの
詳細を XCIBに記憶する。供給された入力ローの数と、 XCIBで要求された応答ローの数とを
設定する。
3.エンティティサブスクリプト、オフセット、 Map1で述べられたカラムの長さで、 Map2A
を更新する。このメソッドコールのために要する IRBのサイズで、 XCIBを更新する。
4.XCALLステートメントにおける INPUTの右側に記載された変数を、 XCALLステートメント
の左側に記載されたフィールドを表すエンティティブロック変数に移動する。
5.XCIBを呼び出しを行っているプログラムの詳細で更新する。
6.このプログラムが実行している環境に関連する XCALLプログラムを呼び出す。 XCIB、 INP
UTに要する全ブロック、 OUTPUTフィールドを渡す。
XCALL－フロントエンド
7.渡された全ブロックの詳細でローカル XCIBを更新する。
8.メソッド、カプセル、ノード、それらの間の関係（ ODICTに定義されたように）を定義
する制御記憶テーブルにアクセスする。存在するメソッドを有効にし、 XCIBをそのメソッ
ドに対するカプセル idとそのカプセルに対するノード idで更新する。
9.これがこの’タスク’における最初の呼び出しの場合は、 XCCBのための記憶エリアを獲
得し、呼出タスクの詳細で XCIBを更新する。 IRBが存在しないか、あるいは現在のものが
小さすぎるときは IRBのための記憶エリアを獲得する。
10.XC700UAS
XCALL－ XC700UAS
11.（グローバル XCIBにおける Map1に列挙され、ローカル XCIBにおける Map2Aに記載された
ように）入力データを、呼出者エンティティブロックから IRBに移動する。
12.フロントエンドに戻る。
XCALL－フロントエンド
13.連続及び制御層を呼び出す。
XCALL－連続及び制御層
14.呼出者が要求されたレベル（リードオンリアクセスなど）に対するカプセルに対する
アクセスを有するかどうかをチェックする。当該メソッド内の呼び出し統計とカプセル制
御テーブルを更新する。
15.バックエンドを呼び出す。
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XCALL－バックエンド
16.ローカル XCIBをセーブする。
17.カプセルプログラムを呼び出す。
カプセル－プレコンパイラ生成コード（ XC　 ENTRYステートメントの拡張）
18.この呼び出しにおいて渡された、メソッド名、メソッド、バージョン、エンティティ
番号、エンティティバージョンが有効であるか（カプセルがプレコンパイルされたときの
ODICT及び RECEIVEステートメントに示すように）否かをチェックする。
19.XC701UASを呼び出す。
XCALL－ XC701UAS
20.現在の EBBサイズが現在の呼び出しに対して十分かどうかをチェックする。十分でない
ときは、 XCCBを要求された EBBのサイズで更新し、リターンコードを設定してカプセルに
戻る（すなわち、以下の 23に続く）。
21.ローカル XCIBにおける EBB内のエンティティブロックのアドレスを設定する。
22.入力データ（グローバル XCIBにおける Map1に列挙され、ローカル XCIBの Map2bに記載さ
れているように）を IRBから移動する。
23.カプセルに戻る。
カプセル－プレコンパイラ生成コード（ XC　 ENTRYステートメントの拡張）
24.リターンコードをチェックする。 EBBが十分大きくないときは XC704TCSを呼び出し、さ
もなければ、以下の 28に続く）。
XCALL－ XC704TCS
25.現存する EBBがあるときは記憶エリアを解放する。 XCCBにおいて示されたサイズの EBB
に対する記憶エリアを獲得する。
26.カプセルに戻る。
カプセル－プレコンパイラ生成コード（ XC　 ENTRYステートメントの拡張）
27.XC701UASを呼び出す。
上記した 20に続く。
カプセル－プレコンパイラ生成コード（ XC　 ENTRYステートメントの拡張）
28.制御を特定のメソッドコードに渡す。
カプセル－メソッドコード
29.エンティティブロックにおける入力データを処理し、エンティティブロック内に応答
（出力）データを生成する。 XCIBを返されたローの数で更新する。
30.XCALLに戻る。
XCALL－バックエンド
31.カプセルがデータを返したときは、 XC702UASを呼び出す。さもなければ、以下の 34に
続く。
XCALL－ XC702UAS
32.出力データ（グローバル XCIBにおける Map1に列挙され、ローカル XCIBにおける Map2bに
記載されているように）を IRBに移動する。
33.バックエンドにリターンする。
XCALL－バックエンド
34.上記した 16でセーブしたコピーからローカル XCIBを再記憶する。
35.連続及び制御に戻る。
XCALL－連続及び制御
36.当該メソッドにおける応答統計とカプセル制御テーブルを更新する。
37.フロントエンドに戻る。
XCALL－フロントエンド
38.カプセルがデータを返したときは XC703UASを呼び出す。さもなければ、以下の 41に続
ける。
XCALL－ XC703UAS
39.出力データ（グローバル XCIBにおける Map1に列挙され、ローカル XCIBにおける Map2aに
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記載されているように）を IRBから呼出者エンティティブロックに移動する。
40.フロントエンドに戻る。
XCALL－フロントエンド
41.アプリケーションに戻る。
アプリケーション－プレコンパイラ生成コード
42.カプセルがデータを返したときは、出力データをエンティティブロックから XCALLステ
ートメントにおける INPUTの右側に記載されている変数に移動する。
アプリケーション－’通常’コード
43.プロセス応答－さらなる XCALLなどを生成する。
この例は、 XCALLメッセージ配送システムがどのようにしてトランザクションとカプセル
との間のバージョン独立性を実現したかについて示している。エンティティ１及び２にお
けるデータのトランザクションビューは、変数ＡからＤを有するエンティティ１と、変数
ＥとＦとを有するエンティティ２に関している。データのカプセルビューは、エンティテ
ィ１は変数ＡからＤを有し、エンティティ２が変数ＥからＧを有していることである。例
えばこのことは、付加的変数Ｇが、トランザクションによる認識なしにデータベース（カ
プセルを介してアクセスされる）に追加されたときに発生する。例えばこれは、トランザ
クションが書かれた後、変数Ｇがデータベースに追加されたときに発生する。トランザク
ションとカプセルとの間のデータに関する異なる視点を考慮すると、 XCALLが使用されな
いとき、すなわち、トランザクションとカプセルとの間の通常のリンクが使用されたとき
は、エンティティ２がアクセスされたときに問題を引き起こす。このエンティティが読み
出されて、 E2に到達したとき、カプセルは実際には、 G1ではなく E2に、かつ、 E2ではなく
F2にアクセスする。これによって、不正確なデータがトランザクションに渡されてしまう
。上記したように、 XCALLと中間 IRBを利用することによって、トランザクションとカプセ
ルとは各々同じエンティティについての独自のビュー（観点）をもち、同時に、 XCALLに
対する MAP2a及び MAP2bを介して、データについてのビューを交信することによって、一貫
性をもって正確にアクセスすることができる。
MAP2bから XCALL
リモートコール処理
XCALLにおいて、制御及び連続層が、当該要求がカプセルコールを行なうべく標準バック
エンドを呼び出すのではなく、リモートマシン上のカプセルに関していることを検出した
ときは、新たなバックエンドを呼び出す。新たなバックエンドは要求をリモートシステム
に渡さなければならない。
リモートシステム上のカプセルを直接呼び出す代わりに、新たなバックエンドは、リモー
トシステム上の新たな XCALLサーバプログラムを呼び出す。これはまた、フロントエンド
、制御及び連続層、バックエンドの３つのプログラムに対する静的リンクを生成する。こ
の新たなサーバにおいては、フロントエンドのみが新規である。
制御がリモートシステムから受信されたときは、最初は XCIBのみが受信される（システム
ではない場合は少なくとも XCALLによって）。ローカルで保持されているカプセルの詳細
に基づいて、要求及び応答ブロックに対する記憶エリアを獲得し、 XCIBのローカル部を更
新する。制御が次の層に渡される前に以下のチェックが行われる。
ｉ）これが新たなローカルタスクであるならば、呼び出しタスク番号をセーブする。さも
なければ、タスクが同じであることをチェックする。
ii）カプセルがローカルであり、さらに、キーによる経路選択がローカルルーティングテ
ーブルと一致するかどうかをチェックする。
iii）リモートシステム及びユーザ idに対してローカルセキュリティチェックを行なう。
セキュリティチェックフィールドが正しいことをチェックする。
要求がリモートシステムからの場合は、フロントエンドが更新された XCIBと適当な IRBと
応答ブロックとを要求者のシステムに送る。応答ブロックの RLENフィールドは各々につい
てデータを送るかいなか、及びデータをどれだけ送るかを示すものである。すべての適当
なデータが送信された後、ブロックが占有していた記憶エリア（ XCIB及び XCCBとは別個に
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）を解放し、次の要求があるまで待機する。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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